











Curing somebody's loneliness： 




































































































「きみ、おきてさ、おてがみが くるのを もう ちょっと まって みたら いいと おもうな。」 
「いやだよ。」がまくんが いいました。 
「ぼく もう まって いるの あきあきしたよ。」 
































 ところで、自分が手紙を出したことを明かしたかえるくんは、「てがみに なんて かいたの？」と
いうがまくんの問いかけに応えて、あろうことか、手紙の全文を暗誦する。 












取ることによって幸せな状態に変化する物語であるとするなら、「それから ふたりは げんかんに で



























































「ぼくに てがみを くれる 人なんて いるとはおもえないよ。」 
















に教えてくれる。がまくんは手紙が来ないことを嘆きながらも、「ぼくに てがみを くれる 人なんて 





































かえるくんは いえから とびだしました。 
しりあいの かたつむりに あいました。 
「かたつむりくん。」かえるくんが いいました。 





貫している（「四日 たって、かたつむりが がまくんの いえに つきました。」）。 
 原作 The Letter も同様に、かえるくんとがまくんはそれぞれ、Frog、Toad というように、冠詞
なしの大文字で始まる呼び名となっているのに対して、かたつむりは、a snail、the snail などと、
普通名詞で呼ばれる。 
Frog ran out of his house. 
He saw a snail that he knew. 
“Snail,”said Frog,“please take this letter to Toad's house and put it in his mailbox.” 

























































(7) Arnold Lobel Frog and Toad Storybook Treasury HARPER 2014 
− 21−
